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すべての議案が原案のとおり可決承認されました

　去る５月２４日（木）に平成３０年度定時総会を守山市浮気町のライズヴィル都賀山において開催し

ました。　　　　　　　　　　　

　定時総会は、当協会の安田全男会長の挨拶に続いて、ご臨席を賜りました廣脇正機滋賀県琵琶

湖環境部長様からご祝辞をいただき、引き続いて（一社）全国浄化槽団体連合会長加藤敬規様か

らのメッセージ、近畿各府県の協会長からの祝電を披露したのち、議長に当協会副会長の北川光

明氏を選出して議事に入りました。

　議事は、まず平成２９年度事業報告、収支決算報告並びに役員の報酬等に関する規程の一部改正

案が承認され、平成３０年度事業計画、収支予算を報告して了承されました。続いて、県当局の人

事異動に伴い新たに田村衛滋賀県建築課建築指導室長が特別会員として承認されるとともに理事

として選任され、定時総会は閉会しました。

　なお、当日の定時総会出席者は７８名（委任状によるものを含む。）でした。

平成30年度定時総会を開催平成30年度定時総会を開催



（２）平成３０年７月２７日 会　　　　報 　第７７号　　

　公益社団法人  滋賀県生活環境事業協会

会　長 安　田　全　男

挨　　　拶

　本日は、来賓として滋賀県琵琶湖環境部長の廣脇正機様をお迎えし、ここに平成３０年度定時総会を

開催いたしましたところ、会員ならびに役員の皆様には大変ご多用の所ご出席をいただきまして、心よ

り感謝申し上げます。

　また、平素より当協会の運営にご理解ご支援を賜っております、県はもとより、滋賀県環境整備事業

協同組合様をはじめ業界関係者ならびに当協会会員の皆様に、衷心より御礼を申し上げる次第です。

　後ほど詳細に報告申し上げますが、平成２９年度は、事業計画に沿って、１１条検査をはじめ法定検査

等を実施し、課題の検査率も対前年比約５％増の４５.６％程度に改善でき、事業収支も公益法人認定法

の「収支相償の原則」はございますものの、昨年の赤字から若干の黒字転換となりました。

　さらに、未管理浄化槽の課題解決に向け、新たに「浄化槽適正管理検討ワーキング」を関係者のご理

解のもと開催し、積極的な取組を進めさせていただいたところですが、当協会ならびに業界を取り巻く

環境は大変厳しいものがあり、平成３０年度においては、県をはじめ関係者のご理解を得て（仮称）浄

化槽適正管理協議会を設立するなど、さらなる課題解決に向けた具体的な取組が不可欠であると考えて

おります。

　本日はこうしたことも踏まえ、平成２９年度収支決算等の議案及び平成３０年度事業計画等につきまし

て慎重かつ活発なご審議と、引き続き当協会へのご理解ご指導をお願い申し上げ、言葉足りませんが開

催にあたり御礼とお願いの挨拶とさせていただきます。

まさ　　　 お



　平成３０年７月２７日 会　　　　報 　第７７号（３）　

滋賀県琵琶湖環境部長

廣　脇　正　機

祝　　　辞

　平成３０年度公益社団法人滋賀県生活環境事業協会定時総会の開会にあたりまして、一言お祝いを申

し上げます。

　皆様には平素より本県の環境行政、とりわけ浄化槽行政の推進につきまして格別の御理解、御協力を

いただいておりますことに、この場をお借りしまして厚くお礼申し上げます。

　貴協会におかれましては、浄化槽法に基づく指定検査機関として、法定検査の実施をはじめ、浄化槽

の適正な維持管理の必要性について広く県民に周知いただくなど、琵琶湖をはじめとする公共用水域の

保全や県民の皆様の生活環境の向上にきわめて重要な役割を担っていただいておりますことに、心から

感謝申し上げます。

　また、先ほど表彰を受けられました鈴木様におかれましては、誠におめでとうございます。長年にわ

たる御貢献に対しまして、改めて敬意を表しますとともに、今後、益々、御活躍されますことを御祈念

申し上げます。

　さて、本県は、近畿１，４５０万人の貴重な水源でもある琵琶湖を抱えることから、その水質の保全を図

るため、地域の実情に合った生活排水対策を積極的に推進してきたところであり、平成２８年度末の汚

水処理人口普及率は９８．６％で全国第３位と、全国平均を大きく上回っているところです。

浄化槽は、大規模システムである下水道などと役割を分担しつつ健全な水環境の構築に大きく寄与する

ものであり、短期間で整備ができること、基本的に分散処理システムであり建設コストが小さいことか

ら、人口密度の低い地域での有効な処理の方法であること、地震などのリスクに対しても柔軟な対応が

可能であることなどの特徴があります。

　このように多くのメリットを持つ浄化槽を、信頼性の高い処理システムとするためには、保守点検、

清掃、法定検査の実施など、日頃から適切に維持管理されていることが前提となります。これらに対し

て、日々、浄化槽に関わっていただいている皆様に負うところが大きいと考えております。

　県といたしましては、引き続き、貴協会の円滑な事業運営と、法定検査の受検の推進をはじめ適切な

維持管理を図るため、支援をしてまいりたいと考えておりますので、協会におかれましても、御理解の

上、一層の取組を進めてくださいますようお願いいたします。

　最後になりますが、貴協会のますますの御発展と会員の皆さまの御健勝を祈念いたしまして、平成３０

年度定時総会のお祝いの言葉といたします。



（４）平成３０年７月２７日 会　　　　報 　第７７号　　

　去る５月２４日に開催された当協会の平成３０年度定時総会に先立ち、県循環社会推進課関係生活
環境改善事業功労者知事表彰として当協会の理事で株式会社日吉専務取締役の鈴木正氏に廣脇県
琵琶湖環境部長様より表彰状が授与されました。
　今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

　総会終了後に開催された第２１回理事会において、「委員会委員について」が審議され、その結
果、平成３０年６月１日現在の役員及び各委員会委員は以下のとおりとなりました。

【役員名簿】
会　　長
副 会 長
（会長職務代行者）
副 会 長
　 〃
常務理事
理　　事
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
監　　事
　 〃

委 員 長
副委員長
委　　員
　 〃
　 〃
　 〃

安　田　全　男
北　川　光　明
 
宮　下　政　之
中　村　　　隆
崎　山　　　薫
三　橋　　　進
田　村　　　衛
愛　知　和　巳
山　本　宏　幸
長谷川　伸　夫
矢　野　弘　己
鈴　木　　　正
田　中　将　和
髙　村　　　隆
佐々木　克　明

宮　下 政　之
長谷川 伸　夫
愛　知 和　巳
北　川 光　明
中　村 　　隆
鈴　木 　　正

アムズ㈱
滋賀フジクリーン㈱
フジクリーン工業㈱
北川産業㈱
㈱日映志賀
㈱日吉

委 員 長
副委員長
委　　員
　 〃
　 〃

三　橋　　　進
田　村　　　衛
宮　下　政　之
北　川　光　明
中　村　　　隆

滋賀県循環社会推進課長
滋賀県建築課建築指導室長
アムズ㈱
北川産業㈱
㈱日映志賀

委 員 長
副委員長
委　　員
　 〃
　 〃
　 〃

鈴　木　　　正
山　本　宏　幸
愛　知　和　巳
長谷川　伸　夫
矢　野　弘　己
田　中　将　和

㈱日吉
大栄産業㈱
フジクリーン工業㈱
滋賀フジクリーン㈱
㈱コテラ
㈱ハウステクノ関ヶ原

（公社）滋賀県生活環境事業協会  
北川産業㈱  
  
アムズ㈱  
㈱日映志賀  
（公社）滋賀県生活環境事業協会  
滋賀県循環社会推進課長  
滋賀県建築課建築指導室長  
フジクリーン工業㈱  
大栄産業㈱  
滋賀フジクリーン㈱  
㈱コテラ  
㈱日吉  
㈱ハウステクノ関ヶ原  
㈲湖東衛生社  
税理士  

【委員会委員名簿】
総務委員会 技術委員会

法定検査運営委員会

協会役員、各委員会委員は以下のとおりです

鈴木正理事が知事表彰を受賞されました

【表彰を受けられる鈴木正氏】 【鈴木氏と廣脇部長様】



　平成３０年７月２７日 会　　　　報 　第７７号（５）　

　去る６月２９日（金）に（一社）全国浄化槽団体連合会の第６回定時総会が東京都千代田区のホテルグ
ランドパレスにおいて開催され、平成２９年度事業報告・収支決算が承認されるとともに平成２９年度公
益目的支出計画実施報告書及び平成３０年度事業計画・収支予算が報告されました。
　また、平成３０年度活動スローガンや総会決議もあわせて承認されました。

全浄連　第6回定時総会が開催されました

　第６回全浄連定時総会に引き続いて行われた第３１回業界功労者表彰において、当協会の監事で有限

会社湖東衛生社代表取締役の髙村隆氏に会員団体役員等功労者に対する全浄連会長表彰状が贈呈され

ました。今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

髙村隆監事に全浄連会長表彰状が贈呈されました

【表彰を受けられた髙村隆氏】

≪平成３０年度　全浄連　活動スローガン≫

　～ 次世代へ　水の架け橋　浄化槽 ～ （「浄化槽の日」標語最優秀賞作品）
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浄化槽整備事業の推進について
１．約１千２百万人の汚水未処理人口の早期解消に向けて「単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への早

　　急な転換」のための法改正による「転換義務化」と、宅内配管工事等の経費は公費負担とする制度

　　の創設等、助成制度の抜本的見直し実施など行財政措置の推進。

１．「都道府県構想」や「生活排水処理基本計画」の徹底した見直し加速による「浄化槽整備区域の拡

　　大」や生活排水処理施設整備の１０年概成目標を達成するため、行財政的措置の拡充強化。

１．国土強靭化の面から、「防災、減災の観点から災害に強い浄化槽の速やかな整備促進」のため、平

　　常時から学校、公民館等の公的施設（避難所）への浄化槽の設置と活用。

１．浄化槽の一元的情報共有ネットワークの構築と地理情報機能を付加した「浄化槽台帳システム」の

　　整備推進のための助成制度の実施など行財政措置の推進。

１．先進的な省エネ型家庭用浄化槽の導入やエネルギー効率の低い既存の中・大型浄化槽の交換等によ

　　り低炭素化と省エネ化を促進する助成制度の拡大。

　　平成３０年６月２９日

一般社団法人　全国浄化槽団体連合会　　　　　　　

会　長　　加　藤　　敬　規　　

全浄連　第 6回定時総会　決議

浄化槽管理士試験のご案内

　平成３０年度の浄化槽管理士試験が下記の要領で実施されます。受験希望の方は申請受付期間中

に受験手続を行ってください。

　　　　　試　験　日　　平成３０年１０月２８日（日）

　　　　　試　験　地　　宮城県・東京都・愛知県・大阪府・福岡県

　　　　　受付 期 間　　平成30年7月2日（月）～8月8日（水）
　　　　　受験手数料　　２０，２００円

　受験申請書の入手方法等は

　　　　　公益財団法人　日本環境整備教育センター　国家試験係

　　　　　　　　　☎０３-３６３５-４８８１　　ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｊｅｃｅｓ.ｏｒ.ｊｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　までお問い合わせください。



　平成３０年７月２７日 会　　　　報 　第７７号（７）　

　平成２１年度に指定採水員制度を活用した効率化
１１条検査を導入していますが、その精度を確保する
ための審議の場である「法定検査精度管理委員会」
を、平成３０年１月２５日（木）に学識経験者や行政機
関代表者等の委員により開催しました。
　昨年まで委員長をお願いしていました立命館大学
の中島淳先生が大学を退職され、海外でご活躍中で
あることを受けて、新たに環境技術学会の竺文彦会
長を学識経験者委員としてお迎えし委員長をお願い
することになりました。
　委員会では、①効率化１１条検査の実施状況につい
て　②二次検査の実施状況について　③クロスチェック検査の実施状況について　審議したところ、よ
り精度の確保に努めて１１条検査をさらに推進することとされました。

　浄化槽法第１１条に基づく検査（１１条検査）のうち効率化方式の一次検査業務を担う指定採水員の指定
講習会を平成３０年３月２日（金）、６日（火）の両日にライズヴィル都賀山（守山市）において開催しました。
　本講習会には新たに採水員の指定を受けようとする２名の受講を含めて両日合せて８０名の受講があり
ました。
　講習会受講修了者から指定採水員指定申請書の提出を受けて、指定採水員指定書及び身分証明書を発
行しました。

法定検査精度管理委員会を開催しました

指定採水員指定講習会を開催しました
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　滋賀県内における浄化槽の適正管理に関する諸課題や改善方策等を検討する「浄化槽適正管理に関す
る検討ワーキンググループ」（構成員：県、滋賀県浄化槽設置推進協議会、滋賀県環境整備事業協同組
合、当協会）第３回会合を平成３０年３月１４日（水）に滋賀県庁において開催しました。
　第３回会合では第１，２回会合での議論を踏まえ、次に掲げる主な事項について具体的改善方策の検
討を行い、関係四者間で認識を共有しました。
　①　浄化槽台帳の適正化を図る　　　　　　　②　法定検査受検率の向上を目指す
　③　合併処理浄化槽への転換促進を図る　　　④　効率化１１条検査の実施率を高める
　平成３０年度においては、当ワーキンググループで取りまとめた諸課題に対する具体的改善方策を実施
に移すための意思決定機関である四者協議会（県、市町、業界、協会）を設置し、さらに取り組みを進
めていく予定です。

【第３回会合の様子】

　去る６月１９日（火）に県内市町の浄化槽関係事務を担う職員を対象に研修会を開催しました。当日は１５
市町から１８名の参加があり、県循環社会推進課からは「浄化槽法の概要と浄化槽事務について」、また
協会からは「浄化槽の基礎知識、法定検査と維持管理、効率化１１条検査について」資料に基づいて説明
し、日頃の業務に活用いただけるよう研鑚を深めました。
　研修会の冒頭、当協会の崎山事務局長から「浄化槽の適正な維持管理を進めるため、本年度から県・
市町行政・業界団体・指定検査機関の四者で組織する協議会を設置して課題解決に取り組んでいく予定
である。」とのあいさつがありました。

【研修会の様子】

浄化槽関係市町担当者研修会を開催

第3回「浄化槽適正管理に関する検討ワーキンググループ」会合を開催しました



　平成３０年７月２７日 会　　　　報 　第７７号（９）　

省エネ型中・大型浄化槽システム導入推進事業が実施されます

　環境省では、昨年度から引き続き平成３０年度においても「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補

助金（省エネ型中・大型浄化槽システム導入推進事業）」が実施されます。

　本補助金は、既設中・大型合併処理浄化槽の処理工程におけるエネルギー起源二酸化炭素の排

出抑制を図るために高効率な機械設備等を導入する事業に要する経費の一部を補助することで、

地球環境保全及び生活環境の保全に資することを目的としています。

　本年度は以下の２通りの事業が補助対象となります。

　≪Ｔｙｐｅ１≫

　　　５１人槽以上の既設合併処理浄化槽について、エネルギー起源二酸化炭素の排出を抑制でき

　　る、各種機械設備を最新型機器（高効率ブロワ等）へと改修する、もしくはインバーター制

　　御装置等を導入する事業

　≪Ｔｙｐｅ２≫

　　　旧構造基準に基づき設置された１０１人槽以上の大型合併処理浄化槽（ブロワを使用する　

　ものに限る）について、構造の刷新やコンパクト化によって高い省エネルギー効果が見込ま　

　れるような浄化槽本体の交換事業

【補助金の額】

　　　Ｔｙｐｅ１　　総事業費（税抜）の２分の１

　　　Ｔｙｐｅ２　　浄化槽交換工事価格（税抜）の２分の１

【補助対象者の要件】

　　・民間企業（個人事業主を含む）

　　・一般法人、独立行政法人等（国立大学法人、公立大学法人を含む）

　　・都道府県、市町村、特別区、地方公共団体の組合

　　・住宅団地の管理組合等

　　・学校法人、医療法人、社会福祉法人等

　　・その他、環境大臣の承認を得て全浄連が適当と認める者

　　　上記のいずれかに該当し、且つ、定款、経理状況証明書、組織の概要となる資料（パンフ

　　レット等）、浄化槽法第１１条検査報告書、暴力団排除に関する誓約書をはじめ必要書類をす

　　べて提出することができる浄化槽管理者

　詳しくは、この事業の執行団体である【一般社団法人全国浄化槽団体連合会】へお問い合わ

せください。

☎０３-３２６７-９７５７
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｚｅｎｊｏｈｒｅｎ.ｏｒ.ｊｐ

一般社団法人全国浄化槽団体連合会
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滋賀県知事指定検査機関

公益社団法人　滋賀県生活環境事業協会

ＴＥＬ　077- 554 -9271
　　　　　　 554 -9272
ＦＡＸ　077- 554 -9293

〒５２０-３０１５
栗東市安養寺７丁目１番２５号
ウィンドワードＴビル３Ｆ

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
　暑さ厳しい夏を迎えましたが、会員の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

　平素は当協会の運営にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げますとともに今後も変わらぬご

指導のほどよろしくお願い申し上げます。

協会事務所のお盆休暇のお知らせ協会事務所のお盆休暇のお知らせ
８月13日（月）～ 15日（水）の間お盆休暇のため、業務を休ませていただきます。

ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いいたします。

全国浄化槽技術研究集会が
開催されます

　「浄化槽の日」関連行事の一環として第３２回全国浄化槽技
術研究集会が１０月９日（火）～１０日（水）に名古屋市で開催さ
れます。
　本研究集会は、公益財団法人日本環境整備教育センター主
催で、浄化槽に関する技術の向上と適正な普及促進を図るこ
とを目的に毎年開催されています。
　全国から大学・研究機関の浄化槽研究者、浄化槽行政担当
者、議会議員、浄化槽業界関係者等が集い、浄化槽に関する
研究発表・事例発表及びシンポジウムなどを通じて最新の情
報提供や意見交換することは、水環境の保全に寄与し、快適
な生活環境を創造する一助として期待されています。
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